
平成２６年８月１日 第３４号香美市議会だより

3

医療費の無料化が決定!!医療費の無料化が決定!!

消防庁舎建設工事の契約が３回目の入札で締結！

議
員
定
数
２
減
を
賛
成
多
数
で
可
決

報 
酬 
削 
減 
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否 

決

　

比
与
森
光
俊
議
員
の
発

議
に
よ
る
「
議
会
議
員
の

定
数
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正
」
が
賛
成
多
数
に

て
可
決
さ
れ
た
。

　

改
正
に
よ
り
、
現
定
数

22
人
が
次
回
選
挙
か
ら
20

人
に
削
減
さ
れ
る
。

　

反 

対 

討 

論

山
﨑
龍
太
郎
議
員

　

地
方
分
権
が
言
わ
れ
て

久
し
い
中
、
本
市
は
特
に

地
域
特
性
を
反
映
さ
せ
た

議
会
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
議
会
報
告
会
で
議
員

の
顔
が
見
え
な
い
等
の
意

見
が
あ
っ
た
。
合
併
時
よ

り
約
半
減
の
定
数
で
は
、

行
政
と
市
民
の
パ
イ
プ
役

で
あ
る
議
会
、
議
員
に
対

す
る
関
心
が
今
以
上
に
薄

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
議
会
は
、
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
議
会
報

告
会
の
開
催
等
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
議
会
の

役
割
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
努
力
を
し
て
い
る
。
多

く
の
市
民
が
議
会
人
を
目

指
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
現
状
で
は
、
定
数
は
維

持
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
一
度
は
否
決
さ

れ
た
発
議
が
な
ぜ
短
期
間

で
可
決
の
方
向
と
な
る
の

か
。
議
会
の
議
決
に
対
す

る
市
民
の
信
頼
を
失
う
と

考
え
、
一
貫
性
の
な
さ
に

疑
問
を
呈
し
て
お
く
。

　

山
崎
晃
子
議
員
よ
り
議

員
報
酬
の
削
減
が
発
議
さ

れ
「
定
数
削
減
よ
り
報
酬

削
減
を
」
と
の
こ
と
か
ら
、

現
行
の
報
酬
を
合
併
当
初

に
戻
す
内
容
。
質
疑
討
論

の
後
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
た
。

　

賛 

成 

討 

論

大
岸　

眞
弓
議
員

　

議
員
に
は
、
市
政
の

チ
ェ
ッ
ク
や
住
民
ニ
ー
ズ

を
市
政
に
つ
な
ぐ
役
割
が

あ
る
。
議
会
報
告
会
等
で

市
民
の
意
見
を
聞
く
と
、

そ
の
役
割
が
十
分
に
知
ら

れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
。

　

ま
た
、
本
市
の
財
源
の

多
く
を
占
め
る
地
方
交
付

税
が
28
年
度
か
ら
逓
減
さ

れ
、
５
年
間
か
け
て
一
本

算
定
と
な
り
、
市
民
か
ら

財
政
に
つ
い
て
心
配
す
る

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

合
併
後
、
大
幅
に
引
き

上
げ
た
報
酬
を
い
っ
た
ん

合
併
当
初
の
水
準
ま
で
戻

す
と
い
う
本
案
は
、
住
民

世
論
へ
の
配
慮
で
も
あ
る
。

　全国的に公共工事の入札が不落となる中、消防庁舎建設工事がようやく落札され請負契約が締
結された。他に香北支所庁舎、市民体育館（旧宝町体育館）の契約が締結された。

消　防　庁　舎
契　約　の　目　的　消防庁舎建設工事（建築主体工事）
契 約 金 額　6億1,020万円
契約の相手方　大旺新洋株式会社

香北支所庁舎
契　約　の　目　的　香北支所庁舎建設工事（建築主体工事）
契 約 金 額　2億9,008万8,000円
契約の相手方　小松建設株式会社

市　民　体　育　館
契　約　の　目　的　（仮称）市民体育館（建築主体工事）
契 約 金 額　1億9,753万2,000円
契約の相手方　関西土木株式会社

開始された消防庁舎建設


